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迅
速
化
が
図
れ
る
一
般
事
業
資
金

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
小
口
事

業
資
金
の
限
度
額
を
引
き
あ
げ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。�

（
福
祉
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
熊
谷
市
の
交
通
政
策
に
つ
い
て
」

ほ
か�

���

大
　
山
　
美
智
子
　
議
員�

　
　
　
自
治
会
を
中
心
に
防
災
組

　
　
　
織
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、

災
害
が
起
き
た
時
に
は
、
人
材
が

必
要
で
あ
る
。
自
主
防
災
講
習
の

現
役
世
代
の
受
講
者
を
増
や
す
た

め
に
も
土
日
・
祝
日
や
夜
間
等
の

講
習
が
組
め
な
い
か
。�

　
　
　
本
年
十
月
、
県
主
催
の
自

　
　
　
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
が
本
市
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
講
座
は
、
本
年
度
、
県
内
五

箇
所
で
開
催
さ
れ
る
が
、
講
師
の

日
程
調
整
等
の
関
係
で
、
各
会
場

と
も
平
日
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
主
催
の
自
主
防
災
組
織

の
研
修
会
を
本
年
度
中
に
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。
開
催
に
当
た
っ

て
は
組
織
間
の
情
報
交
換
や
連
携

が
図
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
若
い
世

代
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
研
修
環

境
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
代
表
の
方
等
の
ご
意
見
も

考
慮
し
な
が
ら
日
程
等
を
決
め
て

い
き
た
い
。�

（
危
機
管
理
室
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
平
和
教
育
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

須
　
永
　
宣
　
延
　
議
員�

　
　
　
①
遊
休
農
地
の
発
生
要
因

　
　
　
は
何
か
②
全
国
一
斉
に
耕

作
放
棄
地
全
体
調
査
を
行
う
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
熊
谷
市
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
③

遊
休
農
地
の
解
消
対
策
は
④
市
民

農
園
開
設
の
手
続
き
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た

い
。�

　
　
　
①
農
畜
産
物
価
格
低
迷
に

　
　
　
伴
う
生
産
意
欲
の
低
下
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
兼
業
化

等
が
主
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。
②

農
業
委
員
で
組
織
す
る
遊
休
農
地

解
消
対
策
委
員
会
に
、
主
に
耕
作

放
棄
地
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
、

ま
た
熊
谷
市
担
い
手
育
成
協
議
会

に
、
主
に
解
消
方
策
に
関
す
る
こ

と
を
諮
り
、
決
定
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
③
国
の
耕
作
放

棄
地
解
消
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

所
有
者
自
ら
の
耕
作
再
開
、
担
い

手
等
借
り
手
に
よ
る
耕
作
、
企
業

等
の
新
規
参
入
等
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
④
権
利
設
定
の
な
い
農
園

利
用
方
式
で
は
、
利
用
者
と
の
利

用
契
約
で
開
設
で
き
る
。
市
民
農

園
も
、
今
後
の
遊
休
農
地
解
消
の

一
方
策
と
考
え
て
い
る
。
　�

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
農
業
支
援
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

森
　
　
　
新
　
一
　
議
員�

　
　
　
①
小
中
学
校
で
の
ビ
オ
ト

　
　
　
ー
プ
を
含
め
、
生
物
の
生

態
系
に
関
す
る
環
境
教
育
や
環
境

保
全
の
取
り
組
み
状
況
②
農
業
用

水
路
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
取
り
組
み

③
今
後
の
取
り
組
み
計
画
④
設
置

し
て
い
な
い
学
校
に
普
及
さ
せ
る

考
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
現
在
、
小
中
学
校
合
わ

　
　
　
せ
て
、
十
二
校
に
ビ
オ
ト

ー
プ
が
あ
り
、
自
然
へ
の
関
心
や

環
境
保
全
に
対
す
る
態
度
を
高
め

て
い
る
。
②
江
南
地
域
で
用
水
路

を
利
用
し
た
水
辺
環
境
整
備
と
し
て
、

生
態
系
保
全
水
路
、
親
水
施
設
等

を
整
備
し
た
。
ま
た
、
箱
田
用
水

路
に
魚
類
の
生
息
場
所
を
設
置
し
た
。

③
熊
谷
中
央
地
区
の
排
水
路
に
魚

類
の
生
息
場
所
を
設
置
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
④
自
然
と
ふ
れ

あ
う
場
の
一
つ
と
し
て
、
学
校
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。�

（
学
校
教
育
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
援
農
支
援
事
業
農
業
サ
ポ
ー
タ

ー
バ
ン
ク
の
設
立
を
」�

���

小
　
林
　
甚
　
一
　
議
員�

　
　
　
①
地
場
産
物
や
郷
土
食
の

　
　
　
普
及
率
と
活
用
状
況
②
小

中
学
校
の
栄
養
教
諭
の
数
③
Ｊ
Ａ

直
売
所
か
ら
多
品
目
の
農
産
物
の

提
供
が
で
き
な
い
か
④
物
価
高
で

給
食
費
を
値
上
げ
す
る
考
え
は
⑤

飯
食
の
増
食
が
で
き
な
い
か
⑥
栄

養
の
改
善
か
ら
食
育
へ
の
転
換
に

つ
い
て
、
研
究
会
が
開
か
れ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

�������������

　
　
　
①
米
飯
は
一
〇
〇
％
熊
谷

　
　
　
産
の
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、
う
ど

ん
や
パ
ン
な
ど
は
県
内
産
小
麦
一

〇
〇
％
ま
た
は
五
〇
％
の
も
の
を

使
用
し
、
ネ
ギ
等
は
恒
常
的
に
熊

谷
産
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
産
を
使
用
し
た
献
立
の
工
夫

を
行
っ
て
い
る
。
②
現
在
、
本
市

へ
の
配
置
は
な
い
。
③
Ｊ
Ａ
直
売

所
で
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
必
要
量

が
賄
い
き
れ
な
い
。
④
来
年
度
以

降
の
給
食
費
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
⑤
保
護
者
の
意
見
を
伺
う

こ
と
と
給
食
費
改
定
の
調
査
検
討

を
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
⑥

食
育
の
全
体
計
画
を
作
成
し
、
指

導
し
て
お
り
、
給
食
関
係
者
の
研

究
協
議
会
等
で
も
食
育
を
推
進
し

て
い
く
。�

（
熊
谷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の
型
式

と
使
用
日
数
、
管
理
及
び
消
毒
剤

に
つ
い
て
」�

���

新
　
井
　
昭
　
安
　
議
員�

　
　
　
①
熊
谷
南
部
開
発
構
想
と

　
　
　
は
②
南
部
地
域
開
発
推
進

室
の
役
割
と
実
績
③
熊
谷
南
部
地

域
開
発
推
進
協
議
会
の
役
割
と
実

績
④
実
現
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
南
部
地
域
の
産
・
学
・

　
　
　
住
の
調
和
の
と
れ
た
拠
点

性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

昭
和
五
十
年
代
か
ら
、
県
と
と
も

　�

遊
休
農
地
に
つ
い
て�

答� 問�

答� 問�

答�

答�

問�

問�

ビ
オ
ト
ー
プ
で
自
然
を�

　
　
　
　
　  

取
り
戻
そ
う�

災
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に�

熊
谷
南
部
開
発
構
想
の�

　
　
　
　 

終
結
に
つ
い
て�

ち
ょ
く�

問�

答�

学
校
給
食
法
改
正
と�

　
　
　 

給
食
費
に
つ
い
て�本市特産のネギ本市特産のネギ�本市特産のネギ�

ヒートアイランド対策推進宣言都市・くまがや� 男女共同参画宣言都市・くまがや�


